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図4 円山応挙「秋月雪峡図屏風」（千葉市美術館蔵）

図5 松村景文「春秋唐人物図」（千葉市美術館蔵）
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『
平
安
人
物
志』
は
江
戸
時
代
中
期
か
ら
幕
末
ま
で
京
都
で
発
行
さ
れ
た
人
名
録
で、

明

和
五
年
(-
七
六
八）

版
か
ら
慶
応
三
年
(-
八
六
七）

版
の
全
九
版
が
あ
り、

分
野
別
に

著
名
人
を
あ
げ
て
い
る
4。

明
和
五
年
版、

安
永
四
年
（一
七
七
五）

版、

天
明
二
年
（一

七
八
二）

版
の
前
期一
二
版
と
文
化
十
年
(-
八―
=-)

版
以
降
の
後
期
六
版
と
は
そ
の
間
に

全
国
的
に
被
害
の
あ
っ
た
天
明
の
飢
饉
や
天
明
八
年
の
京
都
の
大
火
を
経
て
三
十
年
間
の
ブ

ラ
ン
ク
が
あ
る
だ
け
で
な
く、

内
容
に
も
深
く
関
わ
る
構
成
の
変
化
が
あ
る。

絵
画
の
部
だ

一
、

人
名
録、

随
筆、

画
論
に
見
る
「
唐
画」
の
画
家

江
戸
時
代
中
期、

明
和
か
ら
天
明
期
（一
七
六
四
S一
七
八
九）
に
か
け
て、

新
し
い
中

国
絵
画
に
学
ん
だ
中
国
風
の
絵
を
「
唐
画」
と
い
う
呼
び
方
が
起
っ
た
ー。

現
在
で
い
う
南

頻
派
・
南
頻
風、

南
画
（
文
人
画）
2

な
ど
を
含
む。

京
都
の
「
唐
画」

の
状
況
に
つ
い
て

は、

す
で
に
黒
川
修一
氏
が
特
に
望
月
玉
媚
や
南
頻
派
の
画
家
た
ち
を
取
り
上
げ
て
述
べ
て

い

る。

本
稿
で
は
『
平
安
人
物
志』
明
和
五
年
版、

安
永
四
年
版、

天
明
二
年
版
に
登
場

す
る
画
家
に
つ
い
て、

江
戸
時
代
中
期
以
降
の
京
都
に
お
け
る
「
唐
画」
の
状
況
を
見
て
い

き
た
い。

は
じ
め
に

江
戸
時
代
中
期
京
都
の
「
唐
画」

け
を
見
て
も
文
化
十
年
版
以
降
は
前
期
三
版
と
は
編
者
の
流
派
に
対
す
る
感
覚、

序
列
の
意

識
が
異
な
っ
て
い
る
よ
う
だ。

前
期
三
版
か
ら
見
よ
う。

明
和
五
年
版
は
巻
末
に
右
嗣
出、

後
に
続
け
て
出
す、
つ
ま
り
こ
こ
で
は
載
せ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
い
く
つ
か
の
項
日
が
あ

が
り、

そ
の
中
に
「
和
流
画
家」
と
あ
る。
つ
ま
り
明
和
五
年
版
掲
載
の
画
家
は
和
流
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る。

安
永
四
年
版
も
巻
末
に
同
様
の
記
述
が
あ
る。

天
明
二
年
版
に

は
そ
の
よ
う
な
記
述
は
な
い
が、

明
和
五
年
版、

安
永
四
年
版
と
共
通
す
る
画
家
が
多
く
登

場
し
て
い
る。

明
記
は
し
て
い
な
い
が、

天
明
二
年
版
に
お
い
て
も
和
流
で
は
な
い
画
家
を

取
り
上
げ
た
と
見
た
い。

そ
れ
に
対
し、

上
・
中
・
下
の
三
巻
に
分
か
れ
る
文
化
十
年
版
で

は、

上
巻
に
南
画
（
文
人
画）

の
画
家
た
ち
と
僧
侶
画
家
を
挙
げ
て、

そ
の
後
に
上
巻
に
挙

げ
た
画
家
を
文
人
画
と
解
釈
す
る
注
釈
を
付
す
5。

そ
れ
以
外
の
土
佐
派、

狩
野
派、

岸

派、

円
山
派、

四
条
派
の
画
家
た
ち
は
お
お
む
ね
流
派
ご
と
に
中
巻
に
列
挙
さ
れ
る。

別
の
人
名
録
を
見
て
み
よ
う。
『
京
羽
二
重
織
留』
『
京
羽
二
重
大
全』
は、

京
都
の
案
内

書
と
し
て
貞
享―一
年
（一
六
八
五）
に
出
版
さ
れ
た
『
京
羽
二
重』
の
補
遺、

改
訂
版
で
あ

る。

書
名
に
「
京
羽
二
重」
と
入
る一
連
の
書
物
を
『
京
羽
二
重』
シ
リ
ー
ズ
と
呼
ぶ
こ
と

に
す
る。
『
京
羽
二
重』
シ
リ
ー
ズ
は
当
初
か
ら
人
名
録
の
機
能
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た。

『
京
羽
二
重』
シ
リ
ー
ズ
の
人
名
録
部
分
は
絵
師
に
つ
い
て
更
に
分
類
し
て
い
る
の
が
特
色

で
あ
る
6。
『
京
羽
二
重』
シ
リ
ー
ズ
は
前
期
三
版
の
『
平
安
人
物
志』
と
は
全
く
異
な
る

方
針
が
見
ら
れ
る。

例
え
ば、

明
和
五
年
版
『
京
羽
二
重
大
全』
は
土
佐
派
の
絵
師
を
「
御

画
所」
と
し
て、

狩
野
派
の
絵
師
を
「
画
師」

と
し
て
挙
げ、

ほ
か
に
「
仏
絵
師」、

挿
絵

伊

藤

紫

織
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ー 図
1

の
仕
事
を
こ
な
す
浮
世
絵
師
的
な
「
千
代
絵
師」

を
含
む
7。

同
年
の
『
平
安
人
物
志』

と

は
取
り
上
げ
る
絵
師
・

画
家
が
一

人
も
重
複
し
な
い
。
『
京
羽
二
重
』

シ
リ
ー
ズ
は
職
業
画

家
で
あ
る
土
佐
派、

狩
野
派
の
絵
師、

仏
絵
師、

千
代
絵
師
を
取
り
上
げ、

前
期
三
版
『
平

安
人
物
志』

は
土
佐
派、

狩
野
派
の
絵
師
を
含
ま
ず、

南
画、

円
山
派、

南
頻
派
・

南
頻
風

の
画
家
を
取
り
上
げ
る
8。

と
こ
ろ
が、

天
明
四
年
版
『
京
羽
二
重
大
全
』

に
の
み
「
唐
画

師」

の
項
目
が
あ
り、

こ
こ
で
『
京
羽
1

一
重
』

シ
リ
ー
ズ
と
『
平
安
人
物
志』

の
取
り
上
げ

る
絵
師
が
重
な
っ
て
く
る。

天
明
四
年
版
『
京
羽
二
重
大
全』

に
は
「
唐
画
師」

と
し
て
円

山
応
挙、

島
雅
修、

原
在
中、

大
友
月
湖、

源
埼
の
名
が
載
る。

こ
の
五
人
は
天
明
二
年
版

『
平
安
人
物
志』

と
重
複
す
る。

円
山
応
挙
は
写
生
を
生
か
し
た
親
し
み
や
す
い
画
風
に
よ

っ
て
人
気
を
得
た
画
家
で、

源
埼
は
そ
の
画
風
を
忠
実
に
学
ん
だ
弟
子
で
あ
る。

天
明
四
年

の
時
点
で
円
山
派
の
祖
応
挙
と
そ
の
弟
子
が
「
唐
画
師」

に
数
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目

し
て
お
こ
う。

烏
雅
修
の
経
歴
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が、

紹
介
さ
れ
た
天
明
四
年
の
「
竹
石

図」
（
究
理
堂
文
庫
蔵、

図
1
)

な
ど
の
画
風
か
ら
推
定
す
る
か
ぎ
り
南
画
の
画
家
と
お
ぼ

し
い
。

原
在
中
は
「
四
季
花
烏
図」
（
聖
護
院
蔵）

の
よ
う
な
や
ま
と
絵
風
の
作
例
も
あ
る

が、

時
期
は
下
る
も
の
の
例
え
ば
文
政――一
年
(
-

八
二
0)

の
「
楼
閣
山
水
図」

の
よ
う
な

島
雅
修
「
竹
石
図」（
究
理
堂
文
庫
蔵）

作
品
を
指
し
て
「
唐
画
師」

と
呼
ぶ
も
の
で
あ
ろ
う。

同
じ
年
の
「
山
水
図
（
伊
勢
湾
真
景

図）
」
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵）

も
淵
上
旭
江
「
五
畿
七
道
図」
（
岡
山
県
立
美
術
館
蔵）

な

ど
の
実
景
山
水
図
と
近
い
画
風
で、

唐
画
の
範
疇
で
あ
る。

大
友
月
湖
は
長
崎
で
熊
斐
に
学

ん
だ
南
頻
派
の
画
家
で
あ
る。

神
沢
杜
口
（
一

七
―

o
s
一

七
九
五）

は
京
都
町
奉
行
所
の
役
人
で、

俳
諧
を
よ
く
し

た。

彼
の
安
永
五
年
（
一

七
七
六）

の
序
を
持
つ
随
筆
『
翁
草』

中
の
「
時
華
物
の
事」

に

は
南
頻
派
・

南
頻
風
と
南
画
が
「
唐
画」

で
あ
る、

と
い
う
「
唐
画」

観
が
端
的
に
現
れ
て

い
る。

ま
た
「
唐
画」

が
流
行
り
物
で
あ
っ
た
こ
と
も
伺
え
る。

沈
南
頻、

熊
斐、

望
月
玉

媚、

池
大
雅、

与
謝
蕪
村
が
唐
画
と
し
て
言
及
さ
れ
る。

玉
媚
に
つ
い
て
は
「
和
人
の
唐
画

か
き」

と
し、

そ
の
死
後
に
唐
画
が
流
行
し
た
こ
と
を
伝
え
る。

中
林
竹
洞
（
一

七
七
六
＼
一

八
五――-
)

は
名
古
屋
の
人
だ
が、

京
都
で
画
業
を
学
び、

『
平
安
人
物
志』

文
化
十
年
版
か
ら
嘉
永
五
年
版
ま
で
長
期
に
わ
た
っ
て
登
場
す
る
こ
と
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
京
都
で
活
躍
し
た。

竹
洞
は、

享
和
二
年
(
-

八
0-
―
)

に
は
成
立
し

て
い
た
『
画
道
金
剛
杵』

付
属
の
「
古
今
画
人
品
評」

で
「
和
画」

に
対
し
て
「
唐
画」

の

語
を
用
い
て
い
る。
『
画
道
金
剛
杵』

の
本
文
で
は、
「
唐
画」

の
語
を
用
い
て
い
な
い
。

本

文
中
で
は、
「
漢
画」

に
つ
い
て
「
探
幽
・

大
雅
も、

皆
漢
画
を
師
と
し
て、

一

家
を
な
す

者
な
れ
ば、

こ
れ
ら
の
人
の、

し
わ
ざ
を
ぞ
学
ぶ
べ
か
り
け
る。
」

と
い
い
、
「
和
画」

は

「
和
画
の
中、

山
水
は
雪
舟
一

人
な
り。
」

と
用
い
る。

竹
洞
の
『
画
道
金
剛
杵』

本
文
の

「
漢
画」

は
中
国
絵
画、
「
和
画」

は
日
本
絵
画
に
対
応
し、

同
じ
「
和
画」

の
語
を
用
い
て

も、

意
味
す
る
内
容
は
本
文
と
「
古
今
画
人
品
評」

で
は
異
な
る
よ
う
だ。
「
古
今
画
人
品

評」

は
過
去
の
大
画
家
と
当
代
の
画
家
を、

画
品
に
よ
っ
て、

上
品、

中
品、

下
品
の
各
段

階
を
更
に一
二
分
し
て
九
段
階
で
品
評
す
る。

各
段
階
に
「
唐
画」

と
「
和
画」

の
画
家
を
あ

げ
る。

主
題
に
よ
っ
て
別
の
段
階
に
振
り
分
け
ら
れ
て
二
度
登
場
す
る
画
家
も
い
る。
「
唐

画」

に
つ
い
て
は
上
中
品
の
唐
画
の
項
に、

雪
舟
を
挙
げ、
「
雪
舟
と
元
信
の
画、

世、

称

し
て
和
画
と
為
す
は
誤
り
な
り。

是
れ
乃
ち
西
土
北
宗
の
正
伝
な
り。

故
に
今、

改
め
て
唐
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画
と
為
す。
」

と
述
べ
る
9。

対
と
な
る
「
和
画
」

に
つ
い
て
は、

上
中
品
の
和
画
の
項
に

狩
野
探
幽
を
挙
げ、
「
諸
家
の
筆
意
を
錯
化
し
て、

一

家
の
法
と
為
し、

和
習
初
め
て
起
こ

る。

故
に
称
し
て
和
画
と
為
す。
」

と
あ
る。
『
画
道
金
剛
杵』

本
文
で
は
探
幽
に
つ
い
て
漢

画
を
師
と
し
て
一

家
を
成
す
と
す
る
が、
「
古
今
画
人
品
評
」

で
は
「
和
画
」

と
す
る。

同

様
に
本
文
で
は
和
画
と
し
た
雪
舟
を
「
古
今
画
人
品
評
」

で
は
「
唐
画
」

と
す
る。
『
画
道

金
剛
杵
』

本
文
と
「
古
今
画
人
品
評
」

で
は
「
和
画
」

の
意
味
内
容
が
異
な
り、

ま
た、

「
漢
画
」

と
「
唐
画
」

と
の
指
す
も
の
も
異
な
っ
て
い
る。
「
古
今
画
人
品
評」

で
唐
画
に
挙

げ
ら
れ
る
当
代
の
画
家
と
そ
の
主
題
は、

上
下
品
に
柳
沢
惧
園
（
花
鳥
墨
竹）
、

宮
崎
綺
圃

（
墨
竹）
、

中
上
品
に
望
月
玉
蛸
（
人
物
畜
獣）
、

丹
羽
嘉
言
（
山
水）
、

中
中
品
に
与
謝

蕪
村
（
山
水
人
物）
、

彰
城
百
川
（
山
水）
、

岡
野
石
圃
（
山
水）
、

熊
斐
（
花
鳥）
、

大
鵬

正
蜆
（
墨
竹）
、

中
下
品
に
建
部
凌
岱
（
花
鳥）
、

池
大
雅
（
人
物
蘭
竹）
、

再
出
で
彰
城

百
川
（
人
物
花
鳥）
、

下
上
品
に
山
口
雪
渓
10、

鶴
亭、

建
部
凌
岱
（
花
烏）
、

伊
藤
若
沖、

下
中
品
に
勝
野
苑
古
（
蘭
竹）
、

宋
紫
石
（
花
鳥）
、

徳
山
天
瀾、

下
下
品
に
福
原
五
岳、

望
月
玉
媚
（
山
水）
、

勝
野
疱
古
11、

大
西
酔
月
で
あ
る。

竹
洞
は
『
竹
洞
画
論』

に
お
い
て
も
「
唐
画
」

の
語
を
用
い
て
い
る
が、

そ
こ
で
は
お
お

む
ね
唐
画
す
な
わ
ち
中
国
画
の
用
法
で
あ
る
12
0

橘
南
硲
（
一

七
五――
て'
-

八
0
五）

は
伊
勢
の
人
だ
が、

京
都
で
人
体
の
解
剖
等
を
行
っ

た
医
者
で、

京
都
に
長
く
住
ん
だ。

彼
の
随
筆
『
北
窓
瑣
談』

に
「
近
世
百
川
出
て、

明
人

の
画
風
を
法
と
し、

是
よ
り
唐
画
と
い
う
名
目
出
来
て、

和
画、

唐
画
の
二
道
と
成
る。
」

と
あ
る。

京
都
の
画
家
と
し
て
は、

山
口
雪
渓、

鼈
山、

望
月
玉
媚
を
「
唐
和
の
間
を
描

く
」

と
し、

勝
野
疱
古、

池
大
雅、

与
謝
蕪
村、

曾
我
篇
白、

五
十
嵐
俊
明、

宮
崎
箔
圃、

浅
井
図
南
を
唐
画
と
し
て
挙
げ
る。

南
硲
は
「
其
後、

応
挙
出
て、

画
風
又
一

変
し、

近
来

唐
画
家
も、

和
画
家
も
皆、

其
風
味
を
自
然
に
ま
じ
ゆ
る
様
に
成
り
た
り。
」

と
述
べ
る。

唐
画
家
も
和
画
家
も
応
挙
風
を
取
り
入
れ
て
い
る、

と
い
う
こ
と
は、

応
挙
の
画
風
即
ち
唐

画
で
は
な
い
が、

唐
画
と
矛
盾
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
13
0

明
和
五
年
版、

安
永
四
年
版、

天
明
二
年
版
の
『
平
安
人
物
志』

前
期一
二
版
に
登
場
す
る

画
家
と、

そ
の
画
家
が
天
明
四
年
版
『
京
羽
二
重
大
全
』、
『
画
道
金
剛
杵』
「
古
今
画
人
品

評
」、
『
北
窓
瑣
談』

に
ど
う
言
及
さ
れ
る
か
を
表
に
し
て
み
た。

山
口
雪
渓
以
下
は
『
平
安

人
物
志』

に
は
登
場
し
な
い
が、
「
古
今
画
人
品
評
」

『
北
窓
瑣
談』

に
現
れ
る、

京
都
で
活

躍
し
た
画
家
を
参
考
の
た
め
に
挙
げ
た
も
の
で
あ
る。

天
明
四
年
版
『
京
羽
二
重
大
全
』

の
「
唐
画
師
」

と
「
古
今
画
人
品
評
」

の
「
唐
画
」

は、

画
家
が
全
く
重
複
し
な
い
。

成
立
時
期
に
開
き
が
あ
る
た
め
「
唐
画
」

の
概
念
が
異

る、

わ
け
で
は
な
い
。

実
は
そ
れ
ほ
ど
か
け
離
れ
て
は
い
な
い
。

こ
の
二
者
の
相
違
は
円
山

応
挙、

源
埼、

原
在
中
の
取
り
扱
い
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る。
『
京
羽
二
重
大
全
』

で

は
南
頻
派
・

南
頻
風
の
画
家
大
友
月
湖
を
「
唐
画
師
」

と
す
る。
「
古
今
画
人
品
評」

で
は

月
湖
そ
の
人
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
が、

南
頻
派
・

南
頻
風
の
画
家
勝
野
疱
古、

建
部
凌
岱

が
含
ま
れ
て
い
る。

南
頻
派
・

南
頻
風
は
『
京
羽
二
重
大
全
』

に
お
い
て
も
「
古
今
画
人
品

評
」

に
お
い
て
も
唐
画
で
あ
る。
『
京
羽
二
重
』

シ
リ
ー
ズ
は
ほ
と
ん
ど
南
画
家
を
含
め
な

い
た
め、

自
身
が
南
画
家
で
あ
り、

南
画
を
唐
画
の
中
心
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
竹
洞
の

「
古
今
画
人
品
評
」

と
は
一

見
大
き
く
異
な
る。

し
か
し
『
京
羽
二
重
大
全
』

で
「
唐
画
師
」

に
含
ま
れ
る
島
雅
修
は
南
画
風
の
画
風
を
示
し、

南
画
風
の
画
題
を
描
く
14。

南
画
の
画

風、

画
題
も
「
唐
画
」

で
あ
る
と
い
う
認
識
を
『
京
羽
二
重
大
全
』

と
「
古
今
画
人
品
評
」

は
共
有
し
て
い
る
と
も
い
え
る。

『
北
窓
瑣
談』

は
唐
画
家
も
和
画
家
も
応
挙
の
画
風
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
述
べ
、

源
埼、

原
在
中
に
つ
い
て
は
当
今
の
画
家
に
含
め
て
い
る。

在
中
も
応
挙
の
画
風
を
学
ん
だ
と
み
ら

れ、

広
い
意
味
で
は
応
挙
一

派
に
数
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る。

応
挙
一

派
を
除
く
と、

『
京
羽
二
重
大
全
』、
「
古
今
画
人
品
評
」、
『
北
窓
瑣
談』

は
南
画
と
南
頻
派
・

南
頻
風
と
が

「
唐
画
」

で
あ
る
と
い
う
共
通
認
識
を
示
し
て
い
る。

『
平
安
人
物
志
』

前
期一
二
版
の
画
家
は、

応
挙
一

派
を
唐
画
に
含
め
る
の
で
あ
れ
ば
唐
画

の
範
疇
と
い
っ
て
よ
い
。

師
系
も
作
品
も
不
明
な
画
家
以
外
は、
「
唐
画
」

と
さ
れ
る
画
家、

13 



二
、
『
画
道
金
剛
杵』
「
古
今
画
人
品
評」

と
『
北
窓
瑣
談』

の
唐
画
観

南
頻
派
・

南
頻
風、

南
画、

応
挙
一

派
の
い
ず
れ
か
に
含
ま
れ
て
い
る。

蒲
白
と
応
挙

「
古
今
画
人
品
評」

と
『
北
窓
瑣
談』

と
の
「
唐
画」

の
認
識
は
近
接
し
て
い
る
が
若
干

の
相
違
が
あ
る。

ま
ず
共
通
点
を
見
よ
う。

大
雅、

蕪
村、

勝
野
痘
古
は
双
方
に
「
唐
画」

と
し
て
載
り、

南
画
と
南
頻
派
・

南
頻
風
を
「
唐
画」

と
す
る
こ
と
が
伺
え
る。

相
違
点
を

挙
げ
よ
う。

山
口
雪
渓
（
一

六
四
六
S
一

七
三
四）

と
望
月
玉
媚
は
「
古
今
画
人
品
評」

で

唐
画
に
分
類
さ
れ
る
が、
『
北
窓
瑣
談』

で
は
「
唐
和
の
間」

と
称
さ
れ
る。

山
口
雪
渓
と

同
様、

雪
舟
流
を
名
乗
っ
た
江
戸
の
画
家
桜
井
雪
館
が
明
和
六
年
版
『
古
今
諸
家
人
物
志』

の
「
唐
画」

の
項
に
「
雪
舟
流」

と
し
て
項
目
が
立
つ
の
を
考
え
合
わ
せ
る
と、

雪
渓
は
当

時
「
唐
画」

と
見
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
1゚5

望
月
玉
媚
に
つ
い
て
も
『
翁

草』

や
『
近
世
崎
人
伝
』

等
の
記
述
か
ら
考
え
て、
「
唐
画」

と
見
な
さ
れ
て
い
た
は
ず

だ
惚

山
口
雪
渓
と
望
月
玉
媚
を
唐
画
に
入
れ
る
か
ど
う
か
の
相
違
は、

表
形
式
で
「
唐

画」
「
和
画」

に
二
分
し
て
記
述
す
る
「
古
今
画
人
品
評」

に
対
し
て、

文
章
で
綴
る
『
北

窓
瑣
談』

は
そ
の
間
と
い
う
範
疇
を
作
り
や
す
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

曾
我
蒲
白
（
一

七――-
O
S
一

七
八
一
）

は
『
北
窓
瑣
談』

と
「
古
今
画
人
品
評」

と
で
扱

い
が
大
き
く
異
な
る。
『
北
窓
瑣
談』

で
唐
画
と
し
て
あ
が
る、

宋
紫
石、

諸
葛
監、

疱
古、

熊
斐、

大
雅、

蕪
村、

鶴
亭、

梅
窓、

篇
白、

五
十
嵐
俊
明、

柳
沢
洪
園、

祗
園
南
海、

林

聞
苑、

宮
崎
綺
圃、

浅
井
図
南
の
十
五
名
の
う
ち、
「
古
今
画
人
品
評」

で
「
唐
画」

に
分

類
さ
れ
る
も
の
は、

大
雅、

柳
沢
洪
園、

宮
崎
箔
圃、

蕪
村、

熊
斐、

鶴
亭、

宋
紫
石、
サ
氾

古
の
八
名。

残
り
七
名
は、
「
古
今
画
人
品
評」

で
唐
画
に
分
類
さ
れ
な
い
。

そ
の
う
ち、

梅
窓
は
誰
を
指
す
か
不
明。

諸
葛
監、

五
十
嵐
俊
明、

祗
園
南
海、

林
閻
苑、

浅
井
図
南
の

五
名
は
「
古
今
画
人
品
評」

に
は
載
ら
な
い
1゚7

蒲
白
の
み
『
北
窓
瑣
談』

で
「
唐
画」

と

し
て
あ
が
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
古
今
画
人
品
評」

で
は
「
和
画」

と
大
き
く
食
い
違
う。

蒲
白
に
つ
い
て
は
竹
洞
に
よ
る
位
匿
づ
け
が
特
殊
で、
一

般
的
に
は
「
唐
画」

と
し
て
当
時

受
け
止
め
ら
れ
た
と
考
え
る。
「
古
今
画
人
品
評」

に
お
け
る
竹
洞
の
分
類
は
南
画
優
先
の

傾
向
が
顕
著
で
あ
る。

大
雅
が
上
中
品
に
現
れ
る
の
に
対
し
て、

南
頻
派
は
熊
斐
が
中
中
品

に
現
れ
る
の
が
最
高
位
で
あ
る
こ
と
か
ら
い
っ
て
も、

南
画
を
よ
り
高
く
評
価
し
て
い
る
よ

う
だ。
「
古
今
画
人
品
評」

の
画
品
の
区
分
の
後
に、
一

段
目
「
文
人
画」、

二
段
目
「
能
画

に
し
て
俗
気
無
き
者」、

三
段
目
「
邪」
「
俗」、

四
段
目
「
甜」
「
頼」、

の
区
分
が
あ
る。

南

画
の
画
家
た
ち
は
碁
本
的
に
一

段
目
の
「
文
人
画」

に
含
ま
れ
る
18。

南
頻
派
・

南
頻
風
の

画
家
は
一

段
目
に
は
含
ま
れ
な
い。

竹
洞
は
南
画
の
画
家
と
南
頻
派
・

南
頻
風
の
画
家
を
同

様
に
唐
画
と
し
な
が
ら
も
は
っ
き
り
区
別
し
て、

南
画
を
高
い
位
置
に
置
い
た。

南
頻
派
・

南
頻
風
の
画
家
は
二
段
目
以
下
に
点
在
す
る。

蒲
白
は一
二
段
目
の
「
邪」

と
さ
れ
る。
「
邪」

に
置
か
れ
る
の
は
蒲
白
た
だ
一

人
で、

蒲
白
の
個
性
を
竹
洞
が
認
め
て
い
た
と
も
い
え
よ
う

が、

竹
洞
に
と
っ
て
蒲
白
は
南
頻
派・
南
頻
風
の
画
家
以
上
に
南
画
か
ら
遠
い
も
の
で
あ
り、

蒲
白
を
「
和
画」

と
位
置
づ
け
た
と
考
え
る
19
0

円
山
応
挙
に
つ
い
て
も、

双
方
の
扱
い
に
ズ
レ
が
あ
る。
「
古
今
画
人
品
評」

は
応
挙
を

「
唐
画」

で
な
く
「
和
画」

と
し、
『
北
窓
瑣
談』

は
画
風
を
一

変
さ
せ
そ
の
後
唐
画
に
も
和

画
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
す
る。
『
北
窓
瑣
談』

で
の
応
挙
は
「
唐
画」

と
も
「
和
画」

と
も
い
え
る
特
異
性
を
も
っ
て
語
ら
れ
て
い
る。

竹
洞
の
価
値
観
は
南
画
優
先
で
応
挙
を
高

く
評
価
し
な
か
っ
た。
『
竹
洞
画
論』

で
は
応
挙
と
月
倦
を
「
画
妖」

と
し
て
そ
の
欠
点
を

述
べ
て
い
る。

応
挙
に
つ
い
て
も
蕪
白
の
場
合
と
同
じ
く、

竹
洞
に
と
っ
て
「
唐
画」

の
中

で
重
要
な
南
画
か
ら
遠
く
隔
た
る
た
め
に、

応
挙
を
「
唐
画」

と
せ
ず、
「
和
画」

と
し
た

の
だ
ろ
う。
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三、

唐
画
と
し
て
の
円
山
派、

四
条
派

円
山
応
挙
も
「
唐
画」

と
認
識
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
を
先
に
述
べ
た。

中
国
風
の

画
風
を
指
し
て
「
漢
画」

で
は
な
く
「
唐
画」

と
い
う
語
を
用
い
る
の
は、

江
戸
時
代
中

期、

十
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
流
行
や
新
し
さ
を
も
示
し
て
い
る
と
考
え
る
20。

応
挙
に
は

「
漢
画」

で
は
な
く
「
唐
画」

と
呼
ぶ
と
き
の
新
し
さ
が
あ
っ
た
2゚1

橘
南
硲
は、

唐
画
が

栄
え、

和
画
が
衰
え
た
後
に
応
挙
が
出
て
画
風
が
一

変
し
た
と
述
べ
て
い
る。

応
挙
は
若
い

こ
ろ
見
世
物
の
眼
鏡
絵
を
描
き、

西
洋
か
ら
中
国
を
経
て
入
っ
て
き
た
透
視
遠
近
法
に
接
し

た。

透
視
遠
近
法
を
消
化
し
て、

絵
の
具、

墨
色
の
濃
淡
や
描
く
対
象
の
大
小
で
自
然
な
遠

近
を
表
出
す
る
新
し
い
空
間
構
成
を
行
っ
た。

応
挙
が
描
い
た、

新
し
い
空
間
構
成
を
用
い

て、

わ
ず
か
に
中
国
的
な
楼
閣
や
人
物
を
配
し
た
山
水
画
は
「
唐
画」

と
見
な
さ
れ
た
の
だ

ろ
う。

例
え
ば
明
和
六
年
（
一

七
六
九）

に
描
い
た
「
雪
中
山
水
図」
（
円
満
院
旧
蔵、

相

国
寺
承
天
閣
美
術
館
蔵）
、
「
雨
中
山
水
図」
（
個
人
蔵）
、
「
雪
景
山
水
図」

障
壁
画
（
円
満

院
旧
蔵、

千
葉
市
美
術
館
蔵、

図
2
)

は
「
唐
画」

の
山
水
画
と
い
う
こ
と
に
な
る。

応
挙
の
花
鳥
画
に
も
「
唐
画」

と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
さ
が
あ
っ
た。
「
牡
丹
孔
雀

図」
（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵）

等
の
作
品
に
は
濃
密
な
南
頻
風
の
描
写
が
見
ら
れ
る
22
0

は
っ
き
り
南
頻
風
と
い
え
る
の
は
一

時
的
と
し
て
も、

明
和一
一
年
(
-

七
六
五）

の
「
双
鶴

図」
（
財
団
法
人
八
雲
本
陣
記
念
財
団
蔵）
、

明
和
八
年
（
一

七
七
一
）

の
「
牡
丹
孔
雀
図」

（
円
満
院
旧
蔵、

相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
蔵）

は
南
頻
の
影
孵
を
受
け
な
が
ら
応
挙
の
画
風

を
確
立
し、

し
か
も
依
然
中
国
風
で
新
し
さ
も
あ
る
「
唐
画」

と
い
え
る
の
で
は
な
い
か。

特
に
旧
円
満
院
の
「
牡
丹
孔
雀
図」

の
バ
タ
ー
ン
は
円
山
派、

四
条
派
に
と
ど
ま
ら
ず、

京

都
の
画
家
た
ち
に
受
け
継
が
れ
る
23。

長
沢
芦
雪
は
旧
円
満
院
「
牡
丹
孔
雀
図」

の
模
写
的

な
天
明
二
年
（
一

七
八
二
）

の
「
牡
丹
孔
雀
図」
（
プ
ラ
イ
ス
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン、

図
3
)

か
ら、

天
明
後
期
＼
寛
政
初
年
の
「
牡
丹
孔
雀
図」
（
個
人
蔵）
、

寛
政
後
期
の
「
孔
雀
図」

（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵）
、

同
じ
時
期
の
「
薔
薇
孔
雀
図」
（
個
人
蔵）

と
旧
円
満
院
の

「
牡
丹
孔
雀
図」

の
パ
タ
ー
ン
を
繰
り
返
し
描
い
て
い
る
24。

原
在
中
の
次
男
原
在
明
の

「
牡
丹
孔
雀
図
襖」
（
禅
林
寺
蔵）

も
旧
円
満
院
の
パ
タ
ー
ン
を
受
け
継
い
で
い
る。

原
在
中

の
「
孔
雀
図
襖」
（
三
玄
院
蔵）

は
墨
画
で
は
あ
る
が、

そ
の
孔
雀
の
姿
形
は
旧
円
満
院

「
牡
丹
孔
雀
図」

と
一

致
す
る。
「
牡
丹
孔
雀」

は
唐
画
に
ふ
さ
わ
し
い
画
題
で
あ
り、

若
色

で
精
密
な
唐
画
の
様
式
と
結
び
つ
い
て
い
た。
「
唐
画」
「
和
画」

は
様
式
の
区
分
で
は
あ
る

が、

様
式
と
結
び
つ
い
た
画
題
の
区
分
で
も
あ
っ
た
は
ず
だ。
「
唐
画」

の
画
家
は
唐
画
の

様
式
で
唐
画
に
ふ
さ
わ
し
い
画
題
を
描
き、
「
和
画」

の
画
家
は
和
画
の
様
式
で
和
画
に
ふ

さ
わ
し
い
画
題
を
描
く。

応
挙
の
画
業
を
通
観
す
る
と、

人
物
画
は
中
国
故
事
の
主
題
が
多
い。

山
水
を
描
く
作
品

で
も、

例
え
ば
「
秋
月
雪
峡
図
屏
風」
（
千
葉
市
美
術
館
蔵、

図
4
)

が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に、

日
本
の
ど
こ
か
に
あ
り
そ
う
な
風
景
で
も
人
物
や
楼
閣
は
中
国
風
の
場
合
が
多
い。

画

題
は
「
唐
画」

に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
る。

図3 長沢芦雪「牡丹孔雀図」（プライス ・ コレクション）
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応
挙、

そ
の
弟
子
た
ち、

そ
の
影
響
を
受
け
た
画
家、

彼
ら
を
円
山
派、

四
条
派
に
限
ら

ず
仮
に
応
挙
一

派
と
呼
ん
で
お
く
が、

応
挙
一

派
の
作
品
の
多
く
に
は
「
唐
画」

の
要
素
が

あ
っ
た。

し
か
し、

応
挙
一

派
の
勢
力
が
増
し、

多
く
の
作
品
が
生
み
出
さ
れ、

当
初
「
唐

画」

が
持
っ
て
い
た
新
し
さ、

珍
し
さ
が
失
わ
れ
て
い
く。
『
京
羽
二
重
大
全
』

の
項
日
立

て
の
変
化
は
そ
の
新
奇
さ
を
失
っ
た
こ
と
の
表
れ
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る。

天
明

四
年
版
に
あ
っ
た
「
唐
画
師」

の
項
目
に
は
応
挙、

原
在
中、

源
埼
の
名
が
見
え
た
が、

文

化
八
年
(
-

八
―
-
)

版
で
は
「
画
エ
」

の
項
目
に
応
挙、

原
在
中
の
ほ
か
多
く
の
円
山

派、

四
条
派
の
画
家
の
名
が
見
え
る。

勢
力
を
増
し、

新
興
画
派
で
な
く
な
っ
た
応
挙
一

派

は
い
ま
や
多
数
派
で、

当
初
の
新
し
さ、

珍
し
さ
は
薄
れ
た
の
だ
ろ
う。

天
明―
一
年
版
ま
で

の
『
平
安
人
物
志』

前
期
三
版
に
は、

和
流
で
は
な
い
、

お
お
む
ね
唐
画
の
画
家
を
一

ま
と

め
に
掲
載
し、

そ
こ
に
応
挙
一

派
も
含
ま
れ
て
い
た。

文
化
十
年
版
『
平
安
人
物
志』

か
ら

は
文
人
画
を
別
に
挙
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
文
化
八
年
版
『
京
羽
二
重
大
全』

の
項
目
立

て
の
変
化
と
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
い
る。
『
北
窓
瑣
談』

を
書
い
た
橘
南
硲
の
没
年
が

文
化
二
年
（
一

八
0
五）

で、

こ
の
年
が
「
唐
画」

と
い
う
く
く
り
が
意
味
を
失
っ
て
い
く

時
期
の
目
安
と
な
る
だ
ろ
う。

京
都
で
は
南
頻
派
・

南
頻
風
が
廃
れ、

応
挙
一

派
は
多
数
派

と
な
り、

南
画
は
盛
ん
に
な
っ

て
「
唐
画」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ

た
よ
う

だ
25。

文
化
年
間
(
-

八
0
四
S
一

八
一

八）

前
半
に、

京
都
に
お
け
る
「
唐
画」

と
い
う

枠
組
み
は
解
体
し
て
い
っ
た
と
い
え
そ
う
だ。

白
井
華
陽
（
？
s
-

八
三
六）

著
の
『
画
乗

要
略』

に
は
唐
画
の
語
は
な
い
。

「
唐
画」

と
い
う
枠
組
み
が
機
能
を
失
っ
て
も、
「
唐
画」

の
要
素
は
残
っ
た。

応
挙
一

派

の
一

部
作
品
の
画
題
選
択
に
は
「
唐
画」

の
名
残
を
引
き
続
き
指
摘
で
き
る。

呉
春
(
-

七

五
二
S
一

八
―
―
)

は
初
め
「
唐
画」

の
画
家
大
西
酔
月
に
付
き、

与
謝
蕪
村
に
南
画
を
学

び、

後
に
応
挙
に
学
ん
だ
作
風
に
転
じ
る。

安
永
四
年
版
（
一

七
七
五）
『
平
安
人
物
志
』

に
載
る
が、

こ
の
と
き
は
ま
だ
蕪
村
風
の
南
画
の
画
家
月
渓
で
あ
っ
た。

呉
春
は
応
挙
の
画

風
に
滴
洒
な
味
わ
い
を
加
え
た
独
自
の
作
風
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
る。

そ
の
弟
子
た
ち
を

含
め
て、

四
条
界
隈
に
多
く
住
ん
だ
こ
と
か
ら
呉
春
と
そ
の
一

派
は
四
条
派
と
呼
ば
れ
て
い

る。
「
唐
画」

の
枠
組
み
が
解
体
し
つ
つ
あ
っ
た
文
化
年
間
（
一

八
0
四
S
一

八
一

八）

以

降、

京
都
で
は
呉
春
の
弟
子
た
ち
の
四
条
派
の
画
家
が
活
躍
す
る
が、

中
に
は
「
唐
画」

の

名
残
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
も
少
な
く
な
い
。

呉
春
の
異
母
弟
で
も
あ
る
松
村
景
文
（
一

七
七

九
＼
一

八
四――-
)

は、

付
立
や
片
ぼ
か
し
を
巧
み
に
用
い
た
滴
洒
な
花
鳥
画
で
知
ら
れ
る

が、

人
物
で
は、

中
国
故
事
の
主
題
も
描
い
て
い
る。

例
え
ば、

文
化
＼
文
政
期
(
-

八
0

四
＼
一

八
二
九）

の
作
と
思
わ
れ
る
「
春
秋
唐
人
物
図
屏
風」
（
千
葉
市
美
術
館
蔵、

図

5
)

は
右
隻
が
「
桃
李
園
図」、

左
隻
が
陶
淵
明
の
「
帰
去
来
辞」

に
碁
づ
く
も
の
で、

画

風
も
蕪
村
風
の
呉
春
に
近
く、
「
唐
画」

と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る。

呉
春
門
下
の
岡
本
豊

彦
（
一

七
七
三
S
一

八
四
五）

は、

上
京
以
前
に
黒
田
綾
山
（
一

七
五
五
S
一

八
一

四）

に

師
事
し
て
い
る
が、

黒
田
綾
山
は
大
坂
の
唐
画
師
福
原
五
岳
門
下
で、

豊
彦
は
も
と
も
と

「
唐
画」

に
接
し
て
い
た。

豊
彦
は
山
水
の
作
品
で
し
ば
し
ば
南
画
風
の
描
写
を
示
す。

応

挙
風
に
染
ま
っ
た
師
呉
春
の
山
水
画
様
式
を
ふ
ま
え
て、

豊
彦
は
南
画
風
跛
法
を
も
う
一

度

付
け
足
し
た。
「
山
水」

そ
の
も
の
が
中
国
的
な
要
素
の
つ
き
ま
と
う
唐
画
的
な
枠
組
み
で

も
あ
っ
た。

南
画
風
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
豊
彦
は
山
水
の
名
手
と
評
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か。

例
え
ば、

山
間
に
中
国
人
物
を
描
い
た
「
林
和
靖
図」
（
岡
山
県
立
美
術
館
蔵、

図
6
)

は
応
挙
風
の
山
水
画
様
式
に
南
画
風
の
跛
法
を
取
り
入
れ
て
い
る。

ま
た
「
梅
渓
春

雨
・

竹
披
夕
陽
図」
（
岡
山
県
立
美
術
館
蔵）

は
跛
法
の
み
な
ら
ず
樹
木
も
南
画
風
で
あ
る。

人
物
を
よ
く
し
た
と
伝
え
る
柴
田
義
董
（
一

七
八
O
S
一

八
一

九）

に
は
「
和
画」

に
分
類

さ
れ
る
べ
き
当
世
風
の
美
人
図、
「
妓
女
図」
（
岡
山
県
立
博
物
館
蔵）

の
作
例
が
あ
る
一

方、

中
国
人
物
の
作
例
も
多
い
。
「
唐
人
物
図
屏
風」
（
岡
山
県
立
美
術
館
蔵、

図
7
)

は
中

国
故
事
の
人
物
を
描
い
た
押
絵
貼
の
作
品
で、

四
条
派
風
の
人
物
描
写
に、

墨
の
筆
線
を
強

め
に
し
た
や
や
南
画
風
の
山
水、

樹
木
を
取
り
合
わ
せ
中
国
風
の
雰
囲
気
を
表
し
て
い
る。

文
化
八
年
(
-

八
―
-
)

頃
の
「
西
園
雅
集
図」
（
岡
山
県
立
美
術
館
蔵）

は
南
画
の
主
題

と
し
て
も
好
ま
れ
た
故
事
を
描
い
た
も
の
で、

自
然
で
実
在
感
あ
る
人
物
を
奥
行
き
の
あ
る
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図
7

図
6

岡
本
豊
彦
「
林
和
靖
図」
（
岡
山
県
立
美
術
館
蔵）

柴
田
義
董
「
唐
人
物
図
屏
風」
（
部
分）
（
岡
山
県
立
美
術
館
蔵）

景
観
に
配
し
て
い
る。
「
唐
画」

と
い
う
枠
組
み
が
機
能
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
文
化
年
間
以

降
も、

円
山
派、

四
条
派
の
描
き
出
す、

わ
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
少
し
中
国
風
の
世

界
が
「
唐
画」

の
名
残
と
し
て、

広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た。

本
稿
で
は
ま
ず、
『
平
安
人
物
志』

と
他
の
人
名
録、

当
時
の
随
筆、

画
論
か
ら
「
唐
画」

の
画
家
を
挙
げ、

京
都
の
「
唐
画」

の
範
囲
を
見
た。

人
名
録、

随
筆、

画
論
で
の
「
唐

画」

の
範
囲
は
お
お
む
ね
一

致
す
る。

し
か
し、

曾
我
爾
白、

円
山
応
挙
と
い
う
重
要
な
画

家
に
つ
い
て、
『
画
道
金
剛
杵』
「
古
今
画
人
品
評」

と
『
北
窓
瑣
談』

と
は
異
な
る
認
識
を

示
す。

そ
の
相
違
は
「
古
今
画
人
品
評」

の
筆
者
中
林
竹
洞
が
南
画
優
位
の
「
唐
画」

観
を

持
っ
て
い
た
た
め
だ
ろ
う。

ま
た
円
山
応
挙
を
「
唐
画」

と
す
る
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え、

円
山
派、

四
条
派
に
お
け
る
「
唐
画」

の
要
素
を
検
討
し
た。

京
都
の
「
唐
画」

は
南
頻
派
・

南
頻
風
が
下
火
と
な
り、

若
沖、

爾
白
が
世
を
去
り、

応

挙
一

派
と
南
画
の
隆
盛
の
な
か
で
「
唐
画」

と
い
う
く
く
り
が
意
味
を
持
た
な
く
な
っ
て
い

っ
た。

四
条
派
に
加
え
て、

原
派、

岸
派、

望
月
派
も
写
生
画
系
と
し
て
広
義
の
円
山
派、

応
挙
一

派
と
い
え
よ
う
が、

年
を
経
て
多
く
の
画
家
が
活
動
す
る
よ
う
に
な
る
と
「
唐
画」

と
い
う
語
の
持
っ
て
い
た
新
し
さ、

珍
し
さ
と
い
う
ニ
ュ

ア
ン
ス
と
は
相
容
れ
な
く
な
る。

南
画
（
文
人
画）

は
大
き
な
勢
力
と
し
て、
『
平
安
人
物
志』

文
化
十
年
版
か
ら
は
別
区
分
と

な
る
26。

文
化
年
間
(
-

八
0
四
S
一

八
一

八）

前
半
に、

京
都
に
お
け
る
「
唐
画」

と
い
う

枠
組
み
は
解
体
し
は
じ
め
た
よ
う
だ。

文
化
八
年
(
-

八
―
―
)

版
『
京
羽
二
重
大
全』

に

は
「
唐
画
師」

の
代
わ
り
に
「
画
エ」

の
項
目
が
立
ち、

応
挙
一

派
の
画
家
を
多
数
挙
げ
る。

白
井
華
陽
（
？
s
-

八
三
六）

著
の
『
画
乗
要
略』

に
は
も
は
や
唐
画
の
語
は
な
い。

京
都

の
「
唐
画」

は
南
画
に
一

本
化
さ
れ
て、
「
唐
画」

と
呼
ぶ
必
要
が
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う。

お
わ
り
に
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当
時 、

江
戸
と
京
坂
に
お
い
て 、
「

唐
画」
と
い
う
認
識
が
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は 、
安
田
篤

生
「『

新
撰
和
漢
書
画一
覧
』

I
江
戸
時
代
中
期
鑑
画
知
識
の
一
様
相」
（『
京
都
美
学
美
術
史
学
』

二 、

―1
0
011一
年
三
月）

、
七
八
＼

七
九
頁
参
照 。
ま
た
大
坂
で
の
「

唐
画」
の
状
況
に
つ
い
て
は
拙
稿
「

大

坂
の
「

唐
画」
と
南
頻
風
ー

森
蘭
斎
を
中
心
に
ー」

（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』

一
七 、
二
0
0
八
年
五

月）
で
も
述
べ
た 。

日
本
の
「

文
人
画」
は
南
画
と
呼
ぶ
の
が
ふ
さ
わ
し
い 、
と
い
う
吉
滴
忠
氏
以
来
の
日
本
美
術
史
の
先
行

研
究
に
倣
い 、

本
稿
で
は
現
代
美
術
史
の
用
語
と
し
て
「

南
画」
の
呼
称
を
用
い
る 。
し
か
し
同
時
代
の

『
平
安
人
物
志
』

の
項
目
や
中
林
竹
洞
「

古
今
画
人
品
評」
の
用
法
は
「

文
人
画」
を
用
い
て
い
る
こ
と

を
ふ
ま
え 、

今
後 、
日
本
の
南
画
家
（
文
人
画
家）
達
が
自
ら
を
ど
う
読
ん
だ
か
の
用
法
を
集
め
検
討
し

て
み
た
い 。

黒
川
修一
「

京
都
に
お
け
る
唐
画
ー

濃
麗
な
る
彩
色
画
の
描
き
手
た
ち」
（『
京
の
絵
師
は
百
花
線
乱
』

展

図
録 、
京
都
文
化
博
物
館 、
一
九
九
八
年） 。

田
島
達
也
「『

平
安
人
物
志
』

を
読
む」
（『
京
の
絵
師
は
百
花
線
乱
』

展
図
録 、

京
都
文
化
博
物
館 、

一
九
九
八
年）

。

本
稿
で
は
森
銑――-
•

中
島
理
壽
編
『

近
世
人
名
録
集
成

第一
巻
』

（
勉
誠
社 、
一
九

七
六
年）
所
収
本
を
基
本
的
に
用
い
る
こ
と
と
す
る 。
な
お 、
田
島
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に 、

実
用
的
な

人
名
録
と
し
て
の
性
格
か
ら 、
『

平
安
人
物
志
』

に
は
細
か
い
改
訂
が
行
わ
れ
て
い
る 。
『

平
安
人
物
志
』

各
版
諸
本
を
対
照
と
し 、

蔵
版
書
目
が
付
属
し
て
い
る
場
合
は
そ
の
掲
載
書
の
刊
行
年
を
検
討
す
る
こ
と

に
よ
り 、

実
際
の
刊
行
時
期
が
絞
り
込
め
る
可
能
性
が
あ
る 。

例
え
ば
柴
田
義
董
は
文
化
十
年
版
の
う

ち 、

実
際
の
刊
行
が
文
政
三
年
ご
ろ
と
推
測
で
き
る
京
都
府
立
総
合
図
書
館
本
な
ど一
部
の
本
に
の
み
名

が
見
え
る 。

柴
田
義
菫
と
文
化
十
年
版
『

平
安
人
物
志
』

に
つ
い
て
は 、

拙
稿
図
版
解
説 、
「

柴
田
義
葦

『
唐
人
物
図
屏
風』」
（『
岡
山
県
立
美
術
館
所
蔵

雪
舟
と
水
墨
画
』

展
図
録 、
千
葉
市
美
術
館 、
一1
0
0

九
年）
で
言
及
し
た
が 、

詳
し
く
は
稿
を
改
め
た
い 。

「
凡
そ
文
人
間
は
画
を
善
く
し 、

好
事
の
部
の
中
に
於
い
て
之
を
求
む
べ
し 。
且
つ
前
の
諸
部
に
出
る
所

亦
画
を
善
く
す
る
者
有
れ
ど
も
今
必
ず
し
も
再
出
せ
ざ
る
な
り」
と
あ
る 。

文
政
五
年
版
以
降
に
項
目
と

し
て
「

文
人
画」
が
立
ち 、

文
化
十
年
版
で
上
巻
に
名
が
挙
が
る
画
家
た
ち
が
文
政
五
年
版
で
は
「

文
人

画」
の
項
目
に
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら 、

文
化
十
年
版
も
「

文
人
画」
を
項
目
と
は
し
な
い
も
の
の 、

実
質

は
文
人
画
と
し
て
別
に
挙
げ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う 。

田
島
達
也
「

京
都
の
肉
筆
浮
世
絵」
（『
肉
筆
浮
世
絵
大
観
9

奈
良
県
立
美
術
館
／
京
都
府
立
総
合
資
料

館
』

講
談
社 、
一
九
九
六
年）

。

田
島 、

注
6
前
掲
論
文 。

田
島 、

注
4
前
掲
論
文 。

以
下
「

古
今
画
人
品
評」
の
漢
文
の
読
み
下
し
は 、

黒
川
修一
・

神
谷
浩
『[

定
本]
日
本
絵
画
論
大
成

第
六
巻
』

（
ぺ
り
か
ん
社 、
―1
0
0
0
年）
に
よ
る 。

「
雪
渓」
は
宋
紫
石
も
楠
本
雪
渓
で
あ
る
が 、

宋
紫
石
と
し
て
別
に
あ
が
る
た
め 、
こ
こ
は
山
口
雪
渓

（一
六
四
四
＼一

七――――-)
と
見
る 。

下
下
品
の
勝
野
沌
古
は
蘭
竹
以
外
の
画
題
の
意
味
で
あ
ろ
う 。

「
狩
野
家
に
て
も 、

元
信・
探
幽 、

皆
唐
画
（
カ
ラ
エ）
を
師
と
せ
り 。」
と
し
て 、
「

唐
画」
を
「

か
ら
え」

と
読
ま
せ
て
い
る 。
「

か
ら
え」
と
「
と
う
が」
と
の
読
み
の
違
い
に
よ
る
意
味
の
差
異
を
考
え
る
材
料
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と
し
て

注
意
し
て
お
き
た
い 。

続
い
て
当
今
の
画
家
と
し
て
橘
南
硲
が
列
挙
す
る
画
家
に
は
「

唐
画」
の
画
家
と
し
て
他
で
言
及
さ
れ
る

画
家
も
含
ま
れ
る 。
天
明
四
年
版
『

京
羽
二
重
大
全
』

で
唐
画
師
と
し
て
あ
が
る
原
在
中 、
源
埼 、
安
永

六
年
版
『

難
波
丸
綱
目
』

で
唐
画
師
と
し
て
名
の
挙
が
る
福
原
五
岳 、

享
和―一
年
の
『

浪
華
な
ま
り
』

で

唐
画
（
と
う
が）
と
し
て
言
及
さ
れ
る
濱
田
杏
堂 、

岡
熊
嶽 、

岡
田
米
山
人
の
名
が
見
え
る 。
た
だ
し 、

全
て
の
画
家
が
唐
画
の
画
家
と
い
う
わ
け
で
は
な
い 。

「
明
和
南
宗
画
帖」
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵）
に
は
島
雅
修
「

風
雲
起
龍
図」
が
含
ま
れ
る
が 、
ほ
ぽ
同
じ

図
柄
の
作
品
を
池
大
雅
も
描
く
と
の
報
告
が
あ
り 、

雅
修
と
南
画
の
近
さ
を
物
語
っ
て
い
る 。

野
口
剛

「
島
雅
修」
（
画
家
解
説）
（『
京
の
絵
師
は
百
花
統
乱
』

展
図
録 、
京
都
文
化
博
物
館 、
一
九
九
八
年） 。

な
お 、
江
戸
の
例
に
な
る
が 、
こ
の
明
和
六
年
版
『

古
今
諸
家
人
物
志
』

が
絵
師
の
分
類
に
「

唐
画」
を

用
い
る
早
期
の
例
で
あ
る 。
武
田
光一
「

南
画
家
の
文
人
意
識」
（『
江
戸
文
学
』

十
八 、
一
九
九
七
年
十

一
月）
に
指
摘
が
あ
る 。

黒
川 、

注
3
前
掲
論
文 。

諸
葛
監
は
南
頻
派
の
画
家
で 、
明
和
六
年
版
『

古
今
諸
家
人
物
志
』

の
「

唐
画」
の
項
に
載
る 。

林
闘
苑

は
安
永
二
年
に
木
村
兼
段
堂
が
池
田
正
樹
に
語
っ
た
「

唐
画
師」
に
含
ま
れ
る 。

蕪
村
は
「

文
人
画」
で
は
な
く 、

二
段
目
「

能
画
に
し
て
俗
気
無
き
者」
の
項
目
に
含
ま
れ
る 。

「
唐
画」
の
あ
る
種
の
新
し
さ
と 、

爾
白
の
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
が
相
容
れ
な
い
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
が 、

同
様
の
復
古
的
な
要
素
を
持
つ
望
月
玉
蛸 、

大
西
酔
月
を
竹
洞
は
唐
画
に
分
類
し
て
い
る 。
ま
た
篇
白
の

ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
に
は
室
町
時
代
の
漢
画
の
要
素
を
指
摘
で
き
る
が 、
室
町
時
代
の
漢
画
で
あ
る
雪
舟 、

狩
野
元
信
を
竹
洞
は
唐
画
と
し
て
い
る 。
竹
洞
が
蒲
白
を
和
画
と
す
る
理
由
は
そ
の
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
で

は
な
い
と
考
え
る 。
大
西
酔
月
の
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
と
爾
白
前
史
的
な
性
格
に
つ
い
て
は
野
口
剛
「

大
西

酔
月
筆

高
士
騎
牛
図」
（『
国
華」
―
I

I一
三
五 、
二
0
0
七
年一
月）

、
三
九
頁
参
照 。

ち
な
み
に
「

漢
画」
の
語
を
使
っ
て
い
て
も
内
容
は
「

唐
画」
と
重
な
る
場
合
も
あ
る 。
例
え
ば
田
能
村

竹
田
『

山
中
人
饒
舌
』

（
天
保
六 、
一
八
三
五
年）
で
「

又
た
漢
画
と
称
す
る
者
有
り 。

亦
た
数
派
を
分

か
つ 。」
の
漢
画
は 、
そ
の
後
に
「

所
謂
る
漢
画
は 、

往
々
俗
間
伝
う
る
所
の
明
清
書
画
を
撫
佑
し 、
（
以

下
略）
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
い
っ
て 、
江
戸
時
代
中
期
に
近
い
時
期
の
中
国
絵
画
の
影
密
を
受
け
て
成
立

し
た
中
国
風
の
日
本
絵
画
を
指
し
て
お
り 、
「

唐
画」
と
ほ
ぼ
重
な
る 。
『

山
中
人
饒
舌
』

の
「

漢
画」
が

近
世
漢
画
で 、
「

唐
画」
と
ほ
ぼ一
致
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
黒
川
修一
「

望
月
玉
媚
に
つ
い
て
の一一 、

三
の
考
察
〔一
〕」
（『
広
島
県
立
美
術
館
紀
要
』

第一―一
号 、
一
九
九
六
年）

、
一
七
頁
上
段
に
指
摘
が
あ

る 。
ま
た
江
戸
時
代
後
期
の
画
論
に
お
い
て 、
し
ば
し
ば
「

漢
画」
と
「

唐
画」
が
同
義
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
も
指
摘
が
あ
る 。
「

唐
画」
の
語
は
江
戸
時
代
中
期 、

十
八
世
紀
後
半
に
お
い
て
新
し
さ 、

同
時

代
性
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
込
め
て一
時
的
に
盛
ん
に
使
わ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る 。

田
能
村
竹
田
は
『

山
中
人
饒
舌
』

で 、
「

漢
画」
の一
派
と
し
て
「

京
派」
を
挙
げ
る
が 、
こ
の
京
派
は

円
山
応
挙・
呉
春
を
指
す 。
た
だ
し
こ
こ
で
の
「

漢
画」
は
「

唐
画」
と
ほ
ぼ一
致
す
る 。

原
本
が
沈
南
頻
で
あ
る
と
い
う
箱
書
を
伴
う
「

青
鶏
冊
図」
（
群
馬
県
立
近
代
美
術
館
戸
方
庵
井
上
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
蔵）

、

画
中
に
南
頻
の
筆
意
で
あ
る
こ
と
を
記
す
「

牡
丹
花
綬
帯
鳥・
牡
丹
花
白
鵬
鳥」
（
た

け
は
ら
美
術
館
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵）
の
作
例
も
あ
る 。

後
者
に
つ
い
て
は
黒
川
氏
の
指
摘
す
る
「

非

南
頻
系
の
画
家
が
南
頻
風
の
画
を
描
く
際 、

落
款
中
に
そ
れ
が
南
頻
風
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る

例」
（
黒
川 、

注
3
前
掲
論
文 、
一
九
頁
下
段）
と
も
い
え
る 。
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佐
々
木
丞
平
編
『

花
鳥
画
の
世
界

第
6
巻

京
派
の
意
匠
ー

江
戸
中
期
の
花
鳥
ー』

（
学
習
研
究
社 、

一
九
八一
年）
カ
ラ
ー

図
版
八
六
s
I

O
I

。

松
尾
勝
彦
（
解
説）

、
同
書 、
一
四
七
頁
S一

四
八
頁 。

「
孔
雀
図」
（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵）
は
更
に
八
田
古
秀
が
模
写
的
な
「

孔
雀
図」
を
残
し
て
い
る
こ
と
で

も
興
味
深
い 。

弘
化
四
年
(-
八
四
七）
序
の
吉
田
順
祥
『

皇
都
書
画
人
名
録』
に
お
い
て 、

中
林
竹
渓
の
項
目
に
の
み

「
唐
画」
と
あ
る 。

中
林
竹
洞
に
「

南
京」
と
あ
る
の
は
「

南
宗」
の
誤
り
だ
ろ
う 。
日
根
対
山
ら
に
は

「
南
宗」
と
あ
り 、
鈴
木
百
年 、
原
在
照 、
横
山
華
渓
に
は
「

北
宗」
と
あ
る 。
「

南
北
宗
合」「
南
北一
致
相

兼」
と
あ
る
項
目
も
み
ら
れ
る 。
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
「

北
宗」
の
意
味
に
つ
い
て
も
い
ず
れ
考
え
て

み
た
い 。

京
都
に
お
け
る
文
人
画
の
様
相
に
つ
い
て
は
鈴
木
幸
人
「『

平
安
人
物
志』
か
ら
み
る
文
人
画」
（『
京
の

絵
師
は
百
花
統
乱』
展
図
録 、

京
都
文
化
博
物
館 、
一
九
九
八
年）

、

参
照 。
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Karae (Chinese-style Painting) in Mid-Edo Period Kyoto 

Shiori Ito 

The mid-Edo period, from the Meiwa era to the Te皿1ei era, saw the development of a new term for Chi— 

nese-style paintings, karae (alternate pronounciation toga), or paintings derived from Chinese painting. This 

term included the Nanpin school and style and the so called literati paintings (bunjinga or nanga). 

The Heian Jimbutsushi biographical compendium was published in a total of nine editions from the mid

Edo period Meiwa 5 (1768) to the late Edo period Keio 3 (1867) editions. Each edition listed important people 

by discipline. A major change occurred in the composition of the editions closely related to content between the 

first three editions (1768, 1775, and 1782) and the latter six editions (1813 onwards). The scope of karae can be 

seen in the painters listed in the first three editions of the Heian Jirnbutsushi, which included Maruyama Okyo, 

his students and the Okyo school painters that he influenced, in the karae category. With the exception of those 

painters whose works or teacher lineage are not known, the karae category included all of the Nanpin school or 

style, literati and Okyo school painters. The Tenmei 4 (1784) edition of Kyo Habutae Taizen, Nakabayashi Chi—

kuto's Kokon gajin hinpyo, and Tachibana Nankei's Hokuso Sadan, with the exception of the Okyo school, 

share the Jimbutsushi's scope of karae painters to include all literati, Nanpin school and Okyo-style painters. 

Thus, in general, the scope of karae was the same in the biographical records, essays and painting theory books 

of the period. However, regarding two important painters of the period, Soga Shohaku and Maruyama Okyo, 

the Kokon gajin hinpyo and the Hokuso Sadan signal a different awareness. This difference is probably based 

on Chikuto's view of karae that gives precedence to literati painting. 

The use of the term karae instead of kanga to indicate Chinese-style painting is thought to reflect its trend 

and novelty in the mid-Edo period, specifically in the latter half of the eighteenth century. The novel spatial 

compositions painted by Okyo in his landscapes with the slight addition of a Chinese-style building or figure 

would have been considered karae. Okyo's bird and flower paintings also displayed a novelty that was suitable 

for the term karae. The stylistic divisions between karae and waga (yamatoe), Chinese-style painting and Japa

nese-style painting respectively, was also a division between painting themes that were tied to style. 

Literati painting (nanga or bunjinga) became a major force and from the Bunka IO edition onwards was placed 

in a separate category in the Heian Jimbutsushi. The first half of the Bunk.a era (1804-1818) saw the disman

tling of the karae framework in Kyoto. The Bunka 8 (1811) edition of the Kyo Habutae Taizen table of contents 

saw the term gako, literally painting technician, in place of karaeshi, or Chinese-style painter, and this new cat

egory included a large number of Okyo school painters. The Kyoto karae was unified with literati painting and 

thus the need for the term karae disappeared. The Kyoto karae saw the decline of the Nanpin school and sty le, 

the death of JakuchO and Shohaku, and the rise of the Okyo school and literati painting, and thus the term karae 

lost its meaning entirely. 

(Translated by Martha J. McClintock) 
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